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提出日   年  月  日 
(1)イベント名 
 
ハイビジョンによるテレビ会議を活用したＩＴ人材育成セミナー開催 
(2)イベント概要 

 
和歌山県がＩＴビジネスモデル地区の中核拠点施設として本年１月から供用開始した「和歌山県

立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ（以下「Ｂｉｇ・Ｕ」という。）」と、ＪＧＮⅡアクセスポイントで

ある和歌山大学との間を県域行政ネットワーク「きのくに e－ねっと」により接続されたことによ

り、Ｂｉｇ・ＵでもＪＧＮⅡが利用できる環境が整備された。 
これを契機として、Ｂｉｇ・ＵとＮＩＣＴ大手町リサーチセンターをＪＧＮⅡ回線で結び、日本

のＩＴ業界の第一線で活躍中のＩＴベンチャー経営者（東京会場）と地域の起業家等（和歌山会

場）との間をハイビジョンによるテレビ会議システムを用いてディスカッション形式による意見交

換を行いながら、ＩＴの利活用やＩＴビジネスの最先端情報を紹介するとともに、地方でのＩＴの

活用とビジネス展開について議論する機会を提供することを目的として、標記セミナーを開催し

た。 
なお、今回のセミナーは、ＪＧＮⅡを通じて京都の拠点にもハイビジョン配信を行った。 
 
イベントの具体的な内容は下記のとおり。 
 
６月１６日（木） 
 午後 和歌山会場となるＢｉｇ・Ｕへの機器設置及びＪＧＮⅡとの接続確認作業 
 
６月１７日（金） 
 午前 会場設営及び回線状況チェック 
 午後 イベント開始 
    14:00～ 主催者挨拶（和歌山県企画部ＩＴ推進局長 上出明彦） 
    14:05～ ディスカッションセミナー開始 
          和歌山会場 山口実（和歌山県立情報交流センター館長） 
          東京会場  松本孝利（ｱｶﾃﾞﾐｰｷｬﾋﾟﾀﾙｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾂ株式会社 

代表取締役） 
          主な内容  ｲﾝﾀｰﾈｯﾄが引き起こした 
                経済のﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑｼﾌﾄとﾍﾞﾝﾁｬｰの活躍 

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経済を動かす要素 
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｴｺﾉﾐｰのｲﾝﾊﾟｸﾄ 
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ･ｴｺﾉﾐｰの市場特性 
・日本の経済競争力 
・産業界の変化の速度：日米比較 
・何故、日本ではﾍﾞﾝﾁｬｰが育たないか 
・しかし、変化は起こりつつある 
・起業家度ランキング 
・国別ＩＴ活用度 

                   
    15:00～ 質疑応答（和歌山会場～東京会場） 
          主な質疑  ・アメリカやアジアのシンガポールなどＩＴ先進国が 

                     頑張っているなか、これから先、日本がそのような 
                     ＩＴ先進国に追いついて行くために国も起業も頑張って 
                     いるが、田舎の地域で何を頑張ればよいのか。 
                    ・ＩＴを活用してどう地域を活性化できるのか。 
 
                     

   



              
・ベンチャー育成にあたり、どういうところに着目して 

              支援していくのか。 
             ・ベンチャー企業を支える人材育成について、どのように 
              考えていますか。 
15:30  終了 

 

（３）ＪＧＮⅡ利用の概要 
 
 ア.接続概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（４）イベント参加人数 
 
      約２０人 
 

ＮＩＣＴ大手町リサーチセンター 

和歌山大学 
和歌山県域行政ネットワーク「き

のくにｅ－ねっと」 

ＪＧＮⅡ 

和歌山県立情報交流センター 
Ｂｉｇ・Ｕ 

   



（５）実施の評価等 
 
  何らかの原因（操作卓に接続されている様々な機器からのノイズ等）でパソコンの受信不具 

合が発生し、その対応として受信パソコン（映像・音声）を別にした結果、きのくにｅ－ 
ねっと、ＪＧＮの帯域不足が発生した状態となったが、この状態でのセミナー開催となった。 
東京会場からの映像・音声については、ノイズがたびたび発生したが和歌山会場で受信できた。 
和歌山会場からの映像・音声については、東京会場及び京都への送信ができなかった。 
ディスカッション・質疑応答は、携帯電話での対応となった。 
しかしながら、和歌山会場でのハイビジョン映像は鮮明でであった。 

  また、今回東京会場に参加していただいたゲストは、非常に多忙な方であり、講演等のために 
和歌山へ招聘することは非常に困難であったが、テレビ会議を活用することにより通常業務の 
合間を縫ってディスカッションに参加していただくことができ、非常に有用であった。 
今回の障害発生の対策として、機器接続方法等の検討を行い、ノイズの軽減を図り、次回セミ 
ナー開催は、良好な送受信で行いたい。 
 

（６）開催の模様 
 
 

   
 

  和歌山県 上出ＩＴ推進局長 あいさつ        松本孝利氏 講 演 
 
 

   
     

ディスカッション              質 疑 応 答 

 

   


